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論文内容の要 1::::. 
Eヨ

先に当教室において胸腺組織中に， Cameron & Steele 氏法によるアルデヒードフクシン液によっ

て特異的に染色される頼粒を持つ細胞(以下アノレデヒードフクシン陽性頼粒細胞 -AF 細胞という)

が常在することが見出され，しかもそれがある種の中毒時や外傷，窒息，急性肺炎などで急速に死亡

せる例で非生理的急性萎縮を示す胸腺組織中に著明に増加していることが認められた(加島，若杉別

途報告)。この細胞は胸腺皮質の上皮性細網細胞に属すると d思われるのであるが，その AF 陽性頼粒

の本態やその意義はなお不明である。

そ乙で著者は，各種ストレス下における胸腺内の本細胞の動向を実験的に明らかにしようと考え

た。蓋し，ヒトのいわゆる薬物ショック死や原因不明内因的急死例において，事前のストレッサーに

よる特殊の身休的条件がその誘発因子として重視せられている例が少なくないことは，従来松倉教授

によってしばしば指摘せられているところではあるが，その死体所見として副腎皮質における Selye

のいう警告反応像以外特に根拠とすべきものが得難い現在，各種ストレス下における上記胸腺 AF 細

胞の動向を明らかにする乙とは，法医学的に甚だ興味のあるところであるからである。

〔方法ならびに成績〕

数種実験動物中，上記ヒト胸腺内 AF 細胞とほとんど一致する細胞を見出すのはモルモットのみで

あることを先ず確定し，以後その体重 250"""'400g のもの(雄)を実験動物として使用，これに急性萎

縮を来す下記各種の条件負荷を行なった。胸腺検査に当っては組織標本を Cameron & Steele 氏アノレ

デヒードフクシンで染色，方眼接眼レンズを通じ単位面積当りの AF 細胞数を算出，これを iAF 細

胞発現率」としてその値の変動を追求した。なお胸腺および副腎についてその他の各種染色による組

織学的検査を併せて行なった。
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(1) 絶対飢餓群……対照群における AF 細胞発現率は平均 4.8 である。乙れに対し絶対飢餓 2 日群で

6.8，同 3 目詳で 11.5，同 4 日辞で 13.6，同 5 日群では 13.7 であった。

(2) 湯傷群……熱湯 10ml 背部皮下注入による湯傷実験では，湯傷後 12時間群の AF 細胞発現率は

平均 7.4，同 3 R 群では 11.8 であった。

(3) 手術侵襲群……動物の背部皮膚を切開，皮下筋層を数箇所で切傷後縫合閉鎖するに手術後 1 日経

過軒:の AF 細胞発現率は平均 9.4，同 5 日後で 11.1 である。

(4) ハイドロコーチゾン注射群……動物にハイドロコーチゾンを 10mgj100gjday 1 週間連続皮下注

射を行-なうに， AF 細胞発現率は平均 4.4 で対照と同程度であるが， 1 日量を 100mg とすると平

均 12.5 と急増する。

(5) 強制回転運動負荷群……動物を円筒内に収容し 10分間強制回転運動を負荷するに， 1 日 1 回では

AF 細胞発現率平均 5.0 で対照と大井:なく， 1 日 1 回 5 日負荷により 6.5 と増加するのを認めた。

(6) j限度打撲による長期接触刺戟群……特定装置による上記連続刺戟(睡眠障害)により 12時間群で

は AF 細胞発現率平均 5.8 ， 3 日連続群では 7.7 であった。

(7) エチオニン注射による肝障害群……エチオニン注射 1 日 30mgj100g 3 日注射後 2 日を経た実験

例においてAF細胞発現率は平均 6.9 であった。

(8) 飢餓後再栄養による回復群…… 3 日間の絶対飢餓後再栄養により回復，さらに 10 日を経過したも

のの AF 細胞発現率は平均 4.4 で対照と同程度に回復した。

以上各実験荊，において負荷の加荒するに伴い胸腺においては皮質の狭少，皮髄両質境界の乱れ， リ

ンパ球密度の減少， 時 lと貧喰像出現など急性萎縮像が現われ， 副腎においては皮質脂肪の著明の減

少，皮質細胞の暗調化，核濃縮等が前者に平行して認められた。(なお，本実験全例を通じ，胸腺以

外の臓器組織に本染色による AF 陽性頼粒を持つ細胞は見出されなかった口)

〔総括〕

ヒ卜胸腺組織に Cameron& Steele 氏ア jレデヒードフクシン lとより特異的に染色される WII粒を持つ

細胞 (AF 細胞)があり，急性胸腺萎縮に際し，それが著明に増加することが先に当教室において見

出されたが，これと同種の性状を持つ細胞が数種動物 [j] モノレモットにおいてのみ見出されたので，こ

れを使用して飢餓，湯傷，強制運動，睡眠障害その他のストレッサー負荷実験を行なうに，乙れら条

件下で胸腺の急性萎縮に伴い AF 細胞の増加することが確認せられた。この事はいわゆる薬物ショッ

ク死やその他の内因的急死の誘発因子たる各種ストレッサーの負荷を死体検査上に明らかにする一つ

の根拠を昨えるものとして，法医学上興味あるものと考える。

論文の審査結果の要旨

ヒトのいわゆる薬物ショック死や原因不明の内図的急死例において，事前のストレッサーによる特

殊の身体的条件がその誘因として重視せられる例が少くない。著者は飢餓，湯傷，手術侵襲等の条件

下で，胸腺内アルデヒードフクシン陽性頼粒細胞が増加することを実験的に証明した。この成績は人

屍において，その死亡直前のス卜レッサーに対する影響の程度を知る一指標になると考えられ，法医

学上有意義であると認められる。
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